
屋根の雪処理方法選択チャート 

はじめに・・ 

選定条件に基づいて、最適な屋根雪処理を選定するための簡単なフローチャートを図に示します。ただしここでは、

耐雪荷重、堆雪領域および運転経費の３つだけを選定条件としました。ここに示したものは、あくまで参考であって、

読者の好みによってこの通りにならない場合もあります。最も大切な点は、屋根雪を載せるならきちんと載せる、屋

根雪を自然滑落させるならしっかり滑落させるというように、中途半端にしないことです。 

一冬放っておいたら、家はつぶれてしまう？ 

住宅を建てる場所の屋根雪荷重がその住宅の耐雪荷重を超えるかど

うか・・。普通の住宅の耐雪荷重は 300 ㎏/㎡程度ですが、それより屋

根雪荷重が超えなければ、選択の自由度が大きくなります。 

自然滑落方式 

が良いと思わ

れます。 

融雪方式 

が良いと思わ

れます。 

 

雪下ろし方式 

が良いと思わ

れます。 

 

自然滑落方式 

が良いと思わ

れます。 

 

耐雪方式 

が良いと思わ

れます。 

 

はい いいえ

はい はい いいえ いいえ

はい いいえ

ランニングコストをかけても良い？ 

立地条件のために、耐雪方式や自然滑落

方式を採用できない場合に、融雪方式か雪

下ろし方式になります。このとき、運用経費

を払っても、屋根雪を処理したいかどうか設

問しています。 

雪を落としておく場所がある？ 

自然滑落方式を採用する場合に問題になるのが、

軒下に堆雪領域がとれるかどうかです。最大積雪

深、敷地面積、高床式住宅かどうか、あるいは住宅

の配置などによって判断します。 

雪を落としておく場所がある？ 

屋根雪荷重が耐雪荷重を超えることはないのだが、

例えば屋根の形状にこだわって自然滑落方式を採

用したい場合のために、軒下に堆雪領域がとれるか

どうか設問しています。最大積雪深、敷地面積、住

宅規模、高床式住宅かどうか、あるいは住宅の配置

などによって判断します。 


